
鉄道貨物輸送における偏積対策に関する検討について（中間とりまとめ概要）

現状と背景 偏積対策に向けた具体的取組み

別紙２

基本的な取組 更なる安全対策

運輸安全委員会より、平成２４年４月２６日に江差線で発生し
た脱線事故の主な原因は積荷の偏積であると報告。

現状と背景 偏積対策に向けた具体的取組み
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測定
→今後、配備
駅数の拡大ＪＲ貨物の重量計による測定で一部のコンテナで偏積を確認。
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偏積対策の基本的考え方

偏積問題については ＪＲ貨物 利用運送事業者がそれぞれ

関係者の対策と相互連携
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偏積問題については、ＪＲ貨物、利用運送事業者がそれぞれ
できる限りの対策を取ること、また、相互に連携することが重
要である。

現場作業員に対す
る適切な積付けの
徹底及び積付けに
係る教育訓練の実
施
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コンテナは封印されているため、ＪＲ貨物がコンテナ内の積付

けの状況を確認できない。

コンテナ内の確認
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業手順や注意
事項等につい
て、現場作業
員に適切な積
付けを示す。
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作成・反映

取り扱うコンテナ数が膨大であるため、全コンテナの重量測
定は現実的ではない。

膨大なコンテナの取扱い

利用運送事業者

コンテナ内に偏積が発見された場合に迅速に措置できる
よう関係者間の連絡体制を常に確認しておく必要がある。

連絡体制の再確認

運輸安全委員会による事故調査や、輪重測定装置の技術開発の状況等を踏まえ、検討会を開
催することとする。

輪重測定装置は、技術開発が終了した後、順次整備していく。

鉄道貨物輸送において、偏積が発生しない適切な積付け方
が現場作業員に周知されていない。

積付け方の周知

利用運送事業者
今後の対応


